





ドロシー・スウェイン・トーマス（Dorothy Swaine Thomas, 1899-
1977）は、ジョン・ナイト・トーマスとサラ・エリザベス・スウェイ
ン・トーマスの一人娘としてメリーランド州ボルチモアに生まれ、1935
年、1926 年以来の共同者だった社会学者 W・I・トーマス（William 





にて社会学者 W・F・オグバーンに指導を受け共著で 2 本の学術論文を
発表、学位を得た（1922）のち英国に留学し、ロンドン大学経済校

























そ れ ら は、（1）W・I と の 共 著『 ア メ リ カ の 子 供 』（Thomas and 
Thomas, 1928）におけるドロシーの役割、（2）ドロシーを中心とした
子 供 の 行 動 研 究（Thomas and Associates, 1929; Thomas and others, 
1933）、（3）日系アメリカ人の強制収容を調査した研究（Thomas and 



















大学の地位を離れた W・I は、1920 年代に 2 冊の少年非行の研究書を
刊行した。1923 年の単著『不適応の少女』と、1928 年の共著『アメリ





本文と索引の合計は 261 頁である4）。本書でも 93 件の事例・実例の要
約（本文から明瞭に区別できる形式で事例番号付きで引用）を本文中に
提示しつつ、議論が進められる。事例は当時のシカゴ市の非行や不適応
の記述が多く、短いもので 10 行程度、長いものは 5 頁前後（ある事例
は 20 頁以上）である。興味深いが、これらの引用文は W・I 独自の思考、
概念、文体を代表していない。











































第 3 章「行動の個人化」　（70 ～ 97 頁、本文 2000 語、事例は 37 ～ 54
番 の 18 件 ） 本 章 に は「 状 況 の 定 義 」 系 の 表 現（redefining of the 
situation, definition of the situation, defining agency, defined 等）が 15
回出現するが、「願望 wishes」は 6 回であり、「欲望 desire (s)」は出現
せず、「4 つの願望」の形では論じられない。やはり W・I の概念であ
















第 4 章「女子の非行」　（98 ～ 150 頁、本文約 3100 語、事例は 55 番～
82 番の 28 件）本章は、本書の主題（女子の非行）を、事例と別著者に
よる社会統計に依拠して中心的に検討している。用例としては、「状況
の定義」が 1 回だけ冒頭部に出現する。3 回出現する「状況」も、残り
2 例は一般的な使用で、define 系の語は他には出現しない。




















第 5 章　「社会的エージェンシー」（151 ～ 221 頁、本文約 4400 語、
































における「全体状況 total situation」の先駆にみえる。212 頁にはスティ
グマ stigma の語が特に説明なく 1 回出現する。少年裁判所への出頭が
子供に課せられたスティグマとなり、将来の好ましい認知の可能性を奪
うとする。
第 6 章「社会的影響の測定」　（222 ～ 257 頁、本文約 7400 語、事例



































































































ここから、新展開には 2 つの可能性が挙げられよう。第 1 に、少年非
行に対処する各種の社会制度をさらに詳細に検討すること、つまり




















せて 583 頁の大冊であり、不適応の子供の実態と対応と調査に関する 3
部 13 章からなる。第 1 部「不適応の諸相」（第 1 章 1 ～ 94 頁）、第 2 部
「実際的な計画」（第 2 ～ 7 章、95 ～ 329 頁）、第 3 部「調査計画」（第 8
～ 13 章、330 ～ 575 頁）から構成される（本書についてもコーパスを
作成中だが、校訂の途中であり、また以下述べる理由からも小論では利
用しない）。
この 575 頁中、明瞭に子供の事例研究なのは第 1 章（第 1 部と同題）
72
（56）
の 94 頁だけである。この部分は、前著と同じく 1 から 46 の番号を付し
た事例を引用しつつ、子供の不適応の諸相を集中的に記述している。












る。ドロシーの LSE での学位論文の前半 4 分の 1 弱は先行する経済理
論の要約と検討で（Thomas, 1925, pp.21-77）、最後にオグバーンと自身
のアプローチを紹介しているが、類似の既存アプローチの検討が行われ、
巻末の第 12 ～ 13 章が著者らの立場の集中的な紹介となっている。
以上のように、『アメリカの子供』の第 2 部と第 3 部は、『不適応の少



































































































学の Ph.D. を取得した人間が、4 年後に児童の発達と行動観察のモノグ
ラフを準備するのは、ありがちな研究経歴ではない。ただし「社会的諸
側面」でドロシーが含意したのは、人間行動の諸局面だった。学位論文




















究かは充分に知らなかった」（Thomas, 1952, p.664）ために W・I に接
触する。他方 W・I は、ロックフェラー財団から行動の研究と制御に向














































































接する保育園で、園児を 18 ～ 32 月齢グループと 33 ～ 48 月齢グループ





図上に記入されたりする。4 人の観察者が 2 人ずつの 2 ペアで記録する
















一致がピアソン係数で .92 から .98 であればさすがに「非常に高い」と
































ドロシーが主導したこの調査計画は、2 冊の共著『損傷 The Spoilage』









ぞれの領域からの問題も提出された（Thomas and Nishimoto, 1946, p. 
v）。だが研究者が戦時動員されるなどしたため、実際には規模を縮小し
て実施された。1941 年に、アメリカには 12 万 7000 人ほどの日系人が


























































































どで働いている（Roscoe, op. cit. 等）。W・I 自身の著作は 1937 年の『原初








T・ワシントン Booker T. Washington の広報マンをした。……7 年間彼の
ゴーストライターを務めたあと、パークは会議を開いて、ウィリアム・I・
























理解するために最高のことをした人間とが出会った」（Hughes, op. cit., 
p.546.）。パークは、トーマスの仕事がシカゴの調査の伝統を確立したと記
している（Volkart （Editor’s note） in Thomas, 1951, p.85）。
4）　トーマスの著書の冒頭部に、「まえがき」の筆者や「献辞」の対象として、
Dummer という名前が出てくる。整理すると、イーセル・スタージェス・
ダマー（Ethel Sturges Dummer, born Ethel Sturges, 1866-1954）は、アメ
リカの社会福祉指導者・慈善家・著者である。1888 年に、著名なシカゴ
の銀行家で、やはり地元の社会福祉と保全組織において活動的だったウィ








ジおよび「目次」に「FORWARD BY Mrs. W. F. Dummer」と古い表現で
の 記 載 が あ り、「 ま え が き 」 本 文 の 末 尾 に 明 示 的 に「ETHEL S. 










6）　この部分からも明らかなように、W・I の鍵概念の 1 つである「4 つの願











パークとバージェスの『社会学の科学への入門』（Park and Burgess, 
1921）中の研究例として、W・I の「4 つの願望」が採録されている（第 7
章「社会諸力」のⅡ「資料」の C-3「人とその願望」。Ibid., pp.488-491. 但
し筆者の所有は 1923 年 8 月刊の第 4 刷）。そこに再録された文章は「第一
次集団規範」論文の「再陳述版 a restatement」である、との出典注記が




分と同じ語句での「4 つの願望」の定式化がみられる（Park and Miller, 
1921, Chapt.2, pp.27-29）。以上から、1917 年刊行の「第一次集団規範」論
文から 4 年以内に、W・I のこの概念が改訂され現在通用する形になった
と推定される。
さらに 1918 年の『ポーランド農民』の「方法論ノート」（但し筆者は現
状で 1958 版を使用）では、まだ 1917 論文と同様の用語法（「新経験」「認
知」「把握」「安全」）が、この順番で 1 回紹介されている（Thomas and 




なお 1917 刊の講演論文の実際の執筆は、1916 年 3 月以前である。当該
講演会が 1916 年 2 ～ 3 月に実施されたとのダマー夫人の記録があり、原
稿執筆はそれ以前と推定できるからだ（当時、1917 年論文の題は「ペリ
シテ人、ボヘミア人、そして創造的な人」であり、W・I の講演は 4 名中
最後だった。E. S. Dummer Collection, cited in Lichtman, 2009, p.40）。す
なわち W・I による「状況の定義」などの概念の使用開始は 1916 年 3 月
時点まで遡及でき、1914 年に渡米以後のズナニエツキがこれらの概念の






























の統計学者・経済学者アーサー・L・バウレー Arthur L. Bowley の『社会



























Baker, P. J., “The Life Histories of W. I. Thomas and Robert E. Park,” American 
Journal of Sociology, 1973, Vol.79: 243-260.
Bales, R. F., Interaction Process Analysis: A Method for the Study of Small Groups, 
Addison-Wesley, 1950. 
後藤将之、「George H. Mead のコミュニケーション論について」、修士号請求
論文、東京大学大学院社会学研究科、1982.
Hughes, E. C., “Robert E. Park,” New Society, Dec 31, 1964, in The Sociological 
Eye, pp.543-549, Transaction, 1984, （original, Aldine, 1971）.
Lee, E. S., “Dorothy Swaine Thomas（1900-1977）,”（An Obituary）, Footnotes, 
American Sociological Association, 1977, Vol.5, No.6, p.12.
Lichtman, E. M., Ethel Sturges Dummer: A Pioneer of American Social Activism, 
iUniverse, 2009.
Parenti, M., “Introduction to the Torchbook Edition,” in Thomas, W. I., 1967, 
pp.viii-xxii.
Park, R. E. and Burgess, E. W., Introduction to the Science of Sociology, 1921.
Park, R. E. and Miller, H. A., Old World Traits Transplanted, Harper, 1921,
（actually a W. I. Thomas’ book published under his fellows’ names）.
Roscoe, J., “Dorothy Swaine Thomas,” in Deegan, M. J.（Ed.）, Women in 
Sociology: A Bio-Bibliographical Sourcebook, Greenwood Press, 1991, pp.400-
408.
Thomas, D. S., Social Aspects of the Business Cycle, Routledge, 1925.
Thomas, D. S., Social and Economic Aspects of Swedish Population Movements, 
1750-1933, MacMillan, 1941.
Thomas , D . S . , “Experiences in Interdisciplinar y Research,” American 
Sociological Review, 1952, Vol.17: 663-669.
Thomas, D. S., and Associates, Some New Techniques for Studying Human 
Behavior, Teachers College, Columbia Univ., 1929.
Thomas, D. S., Loomis, A. M., and Arrington, R. E., with Isbell, E. C., 
Observational Studies of Social Behavior, Vol.1: Social Behavior Patterns, 
Institute of Human Relations, Yale Univ., 1933.
Thomas, D. S., and Nishimoto, R. S., with Hankey, R. A., Sakoda, J. M., Grodzins, 
56
（72）
M., and Miyamoto, F.,  The Spoilage: Japanese American Evacuation and 
Resettlement, Vol. 1, Univ. California Press, 1946.
Thomas, D. S., with Kikuchi, C., and Sakoda, J., The Salvage: Japanese American 
Evacuation and Resettlement, Vol. 2, Univ. California Press, 1952.
Thomas, W. I., The Unadjusted Girl: With Cases and Standpoint for Behavior 
Analysis, Little, Brown & Co., 1923,（Harper Torchbooks, 1967）.
Thomas, W. I. and Thomas, D. S., The Child in America: Behavior Problems and 
Programs, Alfred A. Knopf, 1928.
Thomas, W. I. and Znaniecki, F., The Polish Peasants in Europe and America, 
Dover, 1958,（Orig. 1918-1920）.
Thomas, W. I., Social Behavior and Personality: Contributions of W. I. Thomas to 
Theory and Social Research, Volkart, E. H. （Ed.）, Social Science Research 
Council, 1951.
55
